
社会福祉法人アヴェク・トワ 

 

見学時のポイント 

訪問の意義 

 訪問する際に最も大切なのは、施設等の利用者、職員との関わりを深めていくことです。 

訪問後に、道や街中で利用者や職員に会ったとき、お互いに挨拶や言葉を交わすことがで

きるような関係を作ることができたら、地域連携推進会議の目的である地域との連携にと

って、大きな成果ということができるでしょう。 施設等の中では、利用者が生活されてい

ます。プライバシーを尊重しながら見せていただくことが鉄則です。もし、共用スペース

や利用者の部屋にごみが散らかっていたり、利用者の身だしなみが乱れていたり、利用者

が何かに怯えているような感じがしたりなど、気になることがあった場合は、何か理由が

あるかもしれませんので、職員に丁寧に尋ねてみるか、地域連携推進会議の場で質問して、

確認してください。利用者の障害特性によっては、視覚的な刺激や音に過敏なため、装飾

がなく物が少なくて殺風景に感じる場合があるかもしれません。気になったことは、職員

に尋ねていただくことにより、施設等や利用者の生活への理解がより深まると思います。 

訪問して理解を深めていただきたいこと 

 施設等では、時間帯によっては利用者が日中活動や仕事に出かけていて、直接会うこと が

できない場合もあります。また、訪問の時間は限られていますので、見ただけでは分から

ないこともあります。そのような場合は、例えば、利用者の普段の生活の様子や１日の流

れ、食事、日頃の支援の内容、非常災害などの発生への備えなどについて質問し、理解を

深めて いただけたらと思います。 

 訪問の際の視点 

 地域連携推進員として施設等を訪問する際に、どこに注目してよいか、何を聞いてよい か、

悩んでしまう場合には、以下の項目や質問例を参考に、施設等を見学し、利用者に話しか

けるなどしてみてください。（利用者や職員に質問する他、ご自身の感覚から施設等がどの

ように感じるのという感覚も重要です。）利用者自身からどんな答えが返ってくるかを聞い

ていただきたいです。もし、利用者が答えようとした際、施設等の職員が代弁してしまう

などがあれば、改めて利用者に聞いてみることが重要です。ただし、利用者の状態によっ

ては、会話が困難な場合もありますので、その際は職員の方に聞いてください。 また、利

用者だけでなく職員の方に施設のことを聞くことで、施設の理解が深まることもあります。 

 見学に行く際、外部の方が施設に来ることで、職員や利用者は普段と異なる雰囲気に戸 惑

ってしまうこともあるかもしれません。地域連携推進員から自己紹介をするなど会話し や



すい雰囲気の醸成も重要です。前述のとおり、訪問することで関わりを深めたり、施設と

地域が協働できることのヒントになったり、と施設だけでなく、地域連携推進員にとって

も 新たな気づきにつながったり、施設、施設職員、利用者のことをよく知る機会となるこ

とを 期待しています。 

 

 ＜見学する際のポイント＞  

（施設等の環境について） 

 ・施設等の居室やリビング等にゴミが落ちていたり、散らかったりしていないか。 

 ・施設内の設備などが壊れたままになっていないか。 

 ・水回りは清潔を保たれているか。 

 ・居住の場所として快適かどうか。 

 ※ただし、先述したように、利用者の障害特性により、ご自身の生活環境とは異なる場 合

もあります。 

（利用者について） 

 ・利用者の服は清潔が保たれているか。 

 ・利用者が怯えているような印象はないか。 

 ・利用者の表情は楽しそうか。 

（職員について） 

 ・職員は、利用者を尊重した態度で接しているか。 

 ・職員が、利用者に対して威圧的な態度や言葉遣いではないか。 等 


